
 

 

 

 

 
   
 

１学期も大詰め、７月の登校する日数は１４日間です。４月からの４カ月足らずで習得できた
こともありますが、もう少しで習得できることもまだあります。やらなければならないことをき
ちんとやり切って、【達成感】を得て夏休みを迎えるように全校集会で児童に話をしました。 
達成感は自己肯定感の向上につながります。達成感を得るためには、取り組む際に目標を立

て、あきらめずに、自分に負けずに、やり切ることを大切にしていくことです。 
小さなことでも達成感を得ることで、次の取組への原動力となります。 

このサイクルを重ねることを大切にすることで児童は成長していきます。 
我々大人は、児童のよき伴走者（指導したり、一緒に考えたり、そっと 
支援したり、できた時にはほめたり、時には叱咤激励も）となる必要が 
あります。児童の数年後の姿を見据えながら、「今」を大切にしていき 
たいと考えています。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 羽咋市立西北台小学校 学校だより ７月３日号 

 

 

「笑顔いっぱい 元気いっぱい 夢いっぱい」の西北台っ子 

 

 

 

 

 

 

          4 月 9 日 

       

     

    

 

西北台小 HP：【https://cms1.ishikawa-c.ed.jp/seihoe/】 

★目標「安全な生活」（６月より） 
・廊下や階段は右側を歩く 
・放課後の遊び方 
・時計を見て行動する 

※放課後の遊びの中で児童同士の小さな
トラブルが起き、指導しています。 
※羽咋小学校では、チャイムを鳴らして
いません。時計を自分で確かめ、声を掛
け合い行動する習慣をつけています。 

      保健主事：上野し教諭より 

今年度の学習テーマ 

【みんなでつなぐ授業づくり ～学びタイムを通して～】 

７月：理由をつけて話そう 

 〇クローバーを使って 

 〇話す順番 

  ①考え・結論  ②どうして？ 

  ③理由・根拠  ④反応 

 ※対話を充実させていきます。 

          研究主任：北教諭より 

 

 

【本物にふれることで】 
●１・２年生は生活科で 

瓦屋さん、大社焼き、妙成寺、気多大社、交流の家など自分が住む町にあるもの 
●３・４年生は総合で 

羽咋駅や市役所、道の駅など公共施設のバリアフリー、駐在所、柴垣海岸長手島など 
●５年生は総合で 
  田植え体験、千里浜の海岸清掃、天然記念物イカリモンハンミョウ観察 
●６年生は社会科、総合で 
  緑の少年団参加、火起こし・勾玉作り体験、市議会傍聴 
●その他 
  千里浜海岸でマラソン大会、クラブ活動でネイティブと英会話、南極の氷 

 １学期はたくさんの本物を見学・経験・体験しながら学習してきました。近年はデジタルが普及し
実際にその場へ行かなくてもモニター越しに本物を見ることは可能になっています。しかし、実際に
その場へ行って見たり、聞いたり、感じたりすることで得られることは多いと考えています。 
今後も専門家やスペシャリストなどを招聘する予定で、本物にふれることを大切にしていきます。 
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